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Ｇ The system should be capable of fast

data transmission of digital images via

DICOM standards.

Ｈ The system should work in cooperation

with hospital information system (HIS)

and radiology information system (RIS).

Ｉ The system should have a measuring

equipment for device maintenance man-

agements.

` Time limit for the submission of the re-

quested material : 5 : 00 PM 8, May, 2013

a Contact point for the notice : Masaaki

Murata, Accounting Procurement Division,

Hirosaki University Hospital, 53 Hon-cho

Hirosaki-shi 036`8563 Japan, TEL 0172`

39`5197

資料提供招請に関する公表

次のとおり物品の導入を予定していますので、
当該導入に関して資料等の提供を招請します。
平成 25年３月 21日

国立大学法人京都大学長 松本 紘
◎調達機関番号 415 ◎所在地番号 26

〇第６号
１ 調達内容
\ 品目分類番号 22、31

] 導入計画物品及び数量
手術支援３ＴＭＲＩ診断システム 一式

^ 調達方法 購入等
_ 導入予定時期 平成25年度３月以降
` 調達に必要とされる基本的な要求要件
Ａ ＭＲ装置は３テスラ以上の静磁場強度を
備えていること。
Ｂ 高感度、高分解能で撮像できる頭部・頸
部・体幹用アレーコイルと対応したマルチ
チャンネルシステムを備えていること。
Ｃ 精度の高いデータを得るため、高い磁場
均一性及び最適なＲＦ制御機構を備えてい
ること。
Ｄ 脳や頭頸部、躯幹部の術中ＭＲＩ撮像に
対応した固定や清潔を確保可能なシステム
であること。
Ｅ ＭＲＩ対応の麻酔システムを備えている
こと。
Ｆ 術前画像と対比して補正可能な処理ソフ
トを有すること。

Ｇ ＭＲ観察下で超音波等による治療を経時
観察できるとともに、高精度で温度変化を
計測できること。
Ｈ 検査、治療の支援に必要なナビゲーショ
ンを含めた検査関連機器を含むこと。
Ｉ 脳機能に対する賦活の為の周辺器材の設
置性や、被検者への検査環境の向上を考慮
されていること。
Ｊ 脳機能画像の撮像や処理、画像解析の為
の画像転送の各機能を有すること。
Ｋ 脳機能画像を得るために必要な周辺器材
を備えていること。
Ｌ 取得された画像データの信頼性と精度を
考慮し、国内において脳機能研究に使用さ
れている実績がある装置であること。
Ｍ データの保管及び配信ができること。
Ｎ 当院の画像サーバ及び放射線情報システ
ムと接続し、情報の受け渡しができること。

２ 資料及びコメントの提供方法 上記１]の物
品に関する一般的な参考資料及び同`の要求要
件等に関するコメント並びに提供可能なライブ
ラリーに関する資料等の提供を招請する。
\ 資料等の提供期限 平成25年５月７日17時
00分（郵送の場合は必着のこと。）

] 提供先 〒606`8507 京都市左京区聖護院
川原町54 京都大学医学部附属病院経理・調
達課契約掛 伊勢本 崇 電話075`751`

3025

３ 説明書の交付 本公表に基づき応募する供給
者に対して導入説明書を交付する。
\ 交付期間 平成25年３月21日から平成25年
５月７日まで。

] 交付場所 上記２]に同じ。
４ 説明会の開催 本公表に基づく導入説明会を
開催する。
\ 開催日時 平成25年４月４日11時00分
] 開催場所 京都大学医学部附属病院会議室
５ その他 この導入計画の詳細は導入説明書に
よる。なお、本公表内容は予定であり、変更す
ることがあり得る。
６ Summary

\ Classification of the products to be pro-

cured : 22, 31

] Nature and quantity of the products to be

purchased : Intraoperative 3TMRI diag-

nostic imaging system 1 Set

^ Type of the procurement : Purchase

_ Basic requirements of the procurement :

Ａ The field strength of the magnet must

be 3.0 T or more.

Ｂ Include multichannel system corre-

sponding to the surface head, neck and

body array coils for achieving high sen-

sitivity and high resolution brain im-

aging.

Ｃ Have the high magnetic uniformity and

appropriate RF control systems for ac-

quiring high quality data.

Ｄ Include fixation and cleanliness of

head, neck and body for MR scanning.

Ｅ Have the anesthesia system available

in high magnetic field.

Ｆ Have the software to calculate and co-

rrect the images referring to preoperative

images.

Ｇ Include the system to precisely mea-

sure the target temperature and to scan

MR images under ultrasonic therapy.

Ｈ These systems may include navigation

system and other examination equipment

required for testing.

Ｉ The system must be available for the

peripheral devices for the functional

brain imaging, and comfortable for hu-

man subjects.

Ｊ Have the function for brain imaging

and processing, and for data transfer for

analysis.

Ｋ Have the peripheral devices necessary

for functional brain imaging.

Ｌ The system should have been installed

in Japan for demonstrating its confidence

and quality of the imaging data.

Ｍ These systems can storage and send

the images.

Ｎ These systems connect to hospitalÐs

network image server and radiological

information system, its information can

be transferred each other.

` Time limit for the submission of the re-

quested material : 5 : 00 PM 7, May, 2013

a Contact point for the notice : Takashi

Isemoto, Contract Section, Accounting and

Procurement Division, Kyoto University

Hospital, 54 Kawahara-cho Shogoin Sakyo-

ku Kyoto-shi 606`8507 Japan, TEL 075`

751`3025

資料提供招請に関する公表

次のとおり物品の導入を予定していますので、
当該導入に関して資料等の提供を招請します。
平成 25年３月 21日

国立大学法人京都工芸繊維大学長
古山 正雄

◎調達機関番号 415 ◎所在地番号 26

〇第１号
１ 調達内容
\ 品目分類番号 14

] 導入計画物品及び数量
情報基盤計算機システム 一式

^ 調達方法 借入
_ 導入予定時期 平成25年度３月以降
` 調達に必要とされる基本的な要求要件
Ａ サーバ機器、端末機器、プリンタ機器及
びプレゼンテーション機器などから構成さ
れ、ライセンス管理、統合電子メール、統
合認証、統合運用管理、ｅ`Learningなら
びに、情報工学教育、事務及び図書館のサー
ビス機能を一元的に提供し、複数部局によ
る運用管理が可能なシステムであること。
Ｂ すべての機器は、省スペースかつ省エネ
ルギーに配慮されていること。
Ｃ サーバ機器は、物理ハードウェアの数に
依存しないＯＳインスタンスを動的に増減
させて稼働させることが可能な構成であ
り、かつ、その一部を仮想化に非対応なア
プリケーションでも利用可能な構成である
こと。なお、サーバ機器のストレージ領域
およびバックアップ領域は、集中管理かつ
分散配置が可能な構成が望ましい。
Ｄ サーバ機器で提供するサービスは、複数
のＯＳインスタンスで負荷分散かつ冗長構
成をとるなどして、複数のユーザが同時に
利用する高負荷時においても十分な性能を
発揮できる、高性能かつ高信頼性を持たせ
ることが可能な構成であること。
Ｅ サーバ機器とそれらを相互に接続する
ネットワーク機器は、ライブマイグレー
ション機能と連携するなどして、ホットス
ワップや冗長化電源、無停電電源装置など
の高可用性かつ高信頼性をもつ構成である
こと。š
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